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放 線 状 菌 の 分 類 に 關 す る 研 究 （第 9 報 ）

StrePtOtnyces　sPec ．　No ．　477 の 形 態

長 西 廣 輔 ・能 羮 良 作 （廣 島 大 學 工 學 部 醸 酵工 metr“）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　醤

　本報報告の 菌株 は 既報 の 菌株 中 第 3 報
1）の S．coe’icator， 第 4 報

2冫の S．　viridechromogenus ，第 5 報 3）の

StmPt・sPec ．　No ．　IMO，第 8報
4）の StrePt．　 sPec ．　No ．189 等 に 夫 々 類似點 を 有す るけれ ど も形態學的に は到然

と相異せ る もの で ある．放線状菌 とい う
一
鷺 の 菌類が互に 形態學的に類似點 を有する こ とは怪 しむ に足 りないが，

それ等 の 超源が明らか で ない 今月如何なる形態の 菌株 を原菌株 とす るか は決定困難 で あ る．從つ て 互 に 類似點 を

有す る菌株間に あつ て は それ等 の 類縁 性を推 論 す る こ とに 止ま るが 放線駅菌に あつ て も他 の 糸歌菌 と同樣良然變

異に よつ て 種 々 の 菌株 が 發生 した で あろ うこ とは 形 態 學 的 に 見て も決 し て 想像 に 難 くない ．上 記 4株 と本報報告

菌株 と の 類縁 性 に就 い て は 考察 の 項 に 於て記載す る．

　本報報告の 菌株は筆者等 の 研究窯 に 於て 土壌よ り分離せ る もの で あ るが第 5報
3） と同様 の 理 由 に よ り菌株名の

推定は行わない ．差 し あた り研 究 窒保 存番號 を附 して 名穩 とし Streptomyces 　spec ．No ．477 とす る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實　　　　　駸

　〔1） 培養的性質一 培i斷 菠 は Gelatin　stab （25℃ 、 を除きすべ て30℃ で あ る．

　1．Czapeck・Dox 　 agar 　slant （C 源 ： Glucose）一一發育旺 盛 ， 榮養菌苔は初期無色後黄白色 と なる，扁 『F擴散

陛 で あ る．氣菌糸は 初 期 稍 々 瀁鰍 態が惡 く自 色粉駿で あるが 次第 に 旺 盛 な る釐生 を示 すに 至 る。即 ち 白色 よ り

吹第に淡黄色を幣び るに 至 り後部分的に Drab・Gray 乃至 Light　Drab （R ．C．S．） とな るが着色 と共 に綿駄 とな

る．時 舅を 徑 て 後氣菌糸上に 無色の 浸出液滴 を 有す るに 至 る．菌苔裏面は 黄 白 色 よ り黄 色 とな り培勉中に 徐 々 に

淡黄色色素 を分泌す る．C 源 ： Sucrose の 場合は 少し く趣を異に す る．　 Glucose の 場 合に 比 し 發 育は局限的で あ

り初期 よ り良好な る氣菌糸の 濳生 を見 る．粉状乃至稍 々 綿状に して Light　 Drab 乃至 Drab （R ・C ・S・）で あ り菌

苔裏面は 黄色 に 濳色せ ず溶出色 素 も分泌 しな い ．

　 2’Glucose ’aspa 「agine 　aga 「 sTant 一 一
發育良好 ， 榮養菌苔は扁z拝に して 初期無色次 第に Pale　Glass　Green

（R ・C．S．）とな る．氣菌糸は 少 し く着生が遲れるが間 もな く旺 盛なる濳生 を示ナに至 る．初期 白 色粉歌乃至稍々 綿

1伏で あるが 穴第 に Pa 置e　 Drab ・Gray −−Drab −Gray （R 、as ．） を 經 て Light　Drab〜Light　Cinnamon ・Drab

（R ・C・S・）緲 状とな る．・ご縛 綿駄氣菌糸上 に 無色の 渥 出液滴 を分泌す る．菌苔裏面 は 黄色 とな るが 培地中に は微 か

に貰色色素 を分泌す る の みで あ る．

　 3．Nut 「ient　agar 　slant 一 發育 は可 成 り良 好で あ るが局限的で あ り殆 ん ど氣菌糸 を着生 せ ず．初期塵 か に 白

色勝状の もの を藩生する こ とが ある．榮養菌苔は初擬無 色乃至汚白色 に して 有鐡や Σ厚み あ り後部分的に 淡汚黄

色とな る こ とあ り。汚褐色溶出色素を分 泌 す．

　 CB 系培地の に 培舞すれ ば 可成 り趣 を 異に す る．即 ち 發育 は稍 々 鑽 散 性で あ り良好なる綿朕 の 氣菌糸 を漕生 す

る．その 色嬲は 初期白色なるも後茨色 ， Drab・Gray ，
　Light　Drab （R ・C ・S・） 等となる．氣菌糸の 着生 速度は 濃

度小 なる方 で 早 い が 終局の 着生量 は 濃度大 な る方 で 多 い ．

4
丶
C ・「・・t　？

1・ g一 發髄 好 t：　Lrて 稍 噸 散性 ．榮 黐 苔｛搬 め騨 な る も間 碑 く噸 勲 至黄卑醜 る
，
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捲縮肌 に し て 稍 々 厚 み あウ．粛菌糸は蕪生良好 に して 白 色綿状乃至 稍 々 黻 で あるが後少しく茨色 を帶ぴ るに 至

る．溶出色素は判然 と し ない ．

5・・ P ・・… P1・ 9− 一
發育良好・・し て 稍噛 轍 榮養齬 醜 繍 ・ し・ 棚 ・］ive　9・・y （N ．S．K ．．！　＝一二璽

　 　 　 th・− 16）
であ るが弐第に 祿色昧 を減 じ汚橙福色 と な る．氣菌糸 は 良好 で は 無 い が友 白色 粉 状の もの を 可成 り着生す る．初

期 よ り黒褐色溶出色素を分泌する．

　 6．Gelatin　stab 一
初期穿刺 FIを 中心に よ く發育 して 皿 駄よ り桂駄 を脛 て 噴 火 口 默に 侵蝕陷沒す る． そ の 後

液化 を開始し略 々 水翠 に 液化が 進 行す る ．榮養菌苔 は 初期 よ り白 色粉獣 の 氣菌糸 を觜生 し液化が 進行すれば 沈降

す る．初期 よ り曙福色の 溶出色素 を溶出する，穿刺溝浩い に は 殆 ん ど發育 を見 ない か微弱なる發育 を示す1：XUぎ
ない ．

　 7．Starch　plaに 一一發育良 好，榮鰲菌苔は 扁平 に して 最 初無色なる も改第に淡黄色 と なる．氣菌糸は 稍 々 着生

が遲れ るが 始 め 白色粉駄後荻色 を經て 典第に Light　Drab の 稍 た 濃色綿状となる．菌苔裏面 は初期無色に して

吹第に 黄色 と な るが溶出色素 は 殆 ん ど分泌 し ない ．澱 粉 加氷 分解 酵素 を分 泌 す る．斜 面 に培 養す る も略 々 同 機 で

あ る．

　 ＆ Glucose　broth一 皮輪を形成し て 發育する．榮養菌苔は最初白色乃至黄白色小凹凸を有する も後暗褐色を

彊び るに至 る．表面 に は 白 色粉賦 の 氣菌糸 を少 し く着 生 す る．農嶼 と して 發 育 す る もの は 沈 降 し易 く沈降菌體は

振盪 に際 し塊 駄 乃 至 屑綿駄 を な し て 舞 い 上 る．長期培養の 後液が乾燥すれば皮輪は管壁 上部 に 取 り殘 され る．初

期 よ b液中に 暗羯色色素を分泌 し次第に 蓄積する．菌體に よ る液 の 溷濁は 無 い ．初發 pH7 ．0，終末 pH7 ．8− 8．4

（培 養期間40日）。

　 9・Skim 　milk 一 榮鑒菌苔は皮輪よ り吹第 に 菌蓋を形成し て發育す る．初期無色乃至黄白色な るも次第に 黒

褐色 と な る．有皺凹凸あ り．氣菌糸は 初期 よ b白色 粉欣乃至 稍 々 綿歌の もの を 着生 す る も後吹第 に 減少す る，溶

出色素 は 初 期橙色後 次 第 に 暗褐色 の もの を 分泌蓄積 し途 に は 液全 體が黒褐色 とな る．coagulation 陰性 ，
　 pep”

tonlzing 　Power 陽性に し て 彊力なり．初發 pH6 ．1， 終 末 pH6 ．8 （培養日數40日）．

　 〔U 　顯微鏡的形態
一 觀察に 際 し て は 第 1報

6） の cOver 　culture 法 を 使用 し培地 と し て は氣菌糸形 成 の 良 好

な CB −3，　 CB・4fi）
，
　 starch 　 agar 及 び sucrose を C 源 とせ る Czapek・Dox 　agar を使用 し た が すべ て 同一形態

を示 す．その 始 CB ・1，
　CB −2，

　glucose を C 源とせ る Gzapek−Dox　agar ，
　 gIucose−asparagine 　 agar 等は氣菌糸

の 形 成 は 良好 で あるが spiraI の 形成及びそ の spOru ！ation に 時 日を 要す る爲形 態觀察用と し て は 適當 で ない が

形 態學的 に は 前艶培地 と同一の 形態 を示 す．本株は spiral を 形成 し て sporulatiOn すれば氣菌糸が着色す る ．

　 1 ．氣菌糸
一

横壁な く以下 の 如 き特徴 を有す る．

　 a ） 分岐状態並びに 夫端菌維 の 胞子形成 ： 本株 は 發育初期に 於 て 饒報 の StrePtemyces　spee ・No・2400 に 酷

似する．翩ち發育初期放射状に 10ng　straight 　aeTial 　hyphae 及び slightly 　curved 　aeria1 　hyphae （以下 1．　s．　a．　h．

及 び s・c・a・h・と略記 ） を形成 しその 分岐は單軸系に し て主軸よ り互 生 ，＝ 双 等 の 分岐を生ず る．叉 こ れ等分枝

よ りは 更に 闇様なる分岐 を繰 り返えし て 綿状の 菌叢 を形成す る．而 し て こ れ 等 の 1．s．　a．　h．や s．　c．　a。　h．は 最絡的

に 分裂子 とならない ，然 し乍 らこ れ等 Ls ，a．h．や s．　c．　a．　h．に 短い側枝を瀁生する に 至れば No ．2《0 と到然と異

る．印ち本株 の 側枝中に は No ．240 と同様 に單條 の もの も存在す るが そ の 他に 種 々 の 程度 に 分岐 して 居 る もの が

多 い ．側枝 の 分岐方式は 單軸系互 生 乃至繖形状 で そ の 宋 端菌維は 螺旋監を 形成 し て 分裂干 と なる ．他 に 單條の 側

枝 も亦螺旋塾 を形成 して 分裂子 となる．從つ て 成熟後菌叢内の 螺旋豊形成數は No ．240より多い ．

　b） 螺 旋 豐 ： 主 と し て 左 捲 で 稀 に 右 捲 を見 る． compact の もの が 多 い が 極 め て compact の もの も存在す る．

extended の もの は 少い ．樫2．＆解5．6μ．捲回數は 3 − 13回で あ る．螺旋體柄に 對ナる螺旋部 の 着生 方 向 は毬 々 で

一窟 しない ．

　 c） 氣菌糸の 巾 ： 0．7〜1．4μ。

　d） 分裂子 ： 楕圓形 に して 0．7〜1．3 × 1．OF−2 ．1μ．發芽に際 して は 長軸方 向の
一

端又 は 兩端 より發芽しその 際

屡 々 少 し く膨潤す る．

　2 ．榮警萬糸一 不現則な分岐並 びに 彎曲を行い 横壁なく分挈子も形成しない 、氣箘糸 の   くIonq　straiqht
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な發育 もない ．任意 の點 よ り氣菌糸を 發生す る．巾 0．5僧0 ．8μ ．培地 中 菌糸 も横壁 なく不 規則な 分岐を 行い 巾

0．4−−O．6μ で あ る．

　以 上に記載せ る氣菌糸の 特徴を別圖の 如 く描巒鬪並 びに 窩奠に よつ て 示す （説明後駝）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 者 　　　　　欒

本株は發育初期多 くの 1・ng ・t・aight 　 ae ・i・1・hyphae 　Ve形m し既報の 菌株中 Strept・my ・es　spec ・　N ・・　24Pt）

を想起せ し め る．その 分岐肬態もNo．240と同檬で ある．所が Ls．a・h・よ り更 に分岐 し て 生ず る 短側枝 の 耿貌が

No ．240 と異 つ て 分 岐 す る蜴 合 が 多 くそ の 分岐｝伏態は 既報 の 菌株 中 5．　coeticotorS
）

， ＆ Uiridechromogenxs4）
，

S．sPec ．　No、189 の 側枝 の分岐默態に類似する．而 も短側枝 の 末端菌維 に 生ず る spiral の 形｝伏は No240 に 最

も近 い ．從 つ て 本株を No ．240　type と S．　coeli‘olor 乃至 S．　viridochromogenus 　type との 中間型 と考えて

見 た が そ れは 家 の 事 賢か ら必 ず し も無根の 事 ｛丙で な い と考 察す る．

　〔1） S．coelicelor に於て時 折生ず る綿獣 の 第＝二突氣生 菌糸の 部分は Iong　straight 　aelial 　hyphac に compact

な spiral を着 生 せ る もの で あ るO ．

　（2〕 筆者等 の 研究室 で 分離し WAKSMAN 分類
7）

に よつ て ＆ viridochromogenus 　type と考えられ る菌株中

に は形態學的に 種 々 の もの が存在 し，No ．240 と殆 ん ど同一の もの ， 本報報告 の No．477に近 い もの ， 既報の ＆

viridoehromogen ” s　type4 ） の もの 等 が 存在す る．又 既 報 の S．　viridochromogen ・as で も培 i劃廉件 に よつ て は 部

分的に本報報告菌株 に 近い 形默を示す こ とが あ る。

　次 に 本株 の 1．
’
．s．a．　h ．よ り分岐す る短側枝 の 分岐駄態は 低 戎 の もの よ り高突 の もの ま で 存在 し ， 特 に 培地 に よ

つ て は 高次 の 分岐の 多 い もの が あ る （例 ： starch 　agar ）．

　以上 の 事實 よ り放 線状菌の 變異 も亦
一

股糸欺菌の 場合と全 く異る所は 無 く， 彷徨變異， 自然變異等が起つ て 原

株 よ り次 第 に 異 つ た形態 の もの を 生 じて 行 く もの と考えられ る．

　最後に一般的 に 蓉つ て 斜面 の 朕貌が 綿朕で あ る場合 に は氣菌糸中に Iong　straight の もの が 多 い も の で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 綜　　　　　括

　放線状菌 の
一種 StrePtomyces　sPec ．　No・477の 形態 に 就 い て 認載した．本株は その 肇育 の 初期 既報 の StreP−

tomyces 　spec ．　No ．240に 良 く類似す るが 10ng　straight 　aerial 　hyphae よ り生 ず る短側枝 が 蠶 ・々の 程 度に 分 岐

する點に 於て No ．240 と異 る．短側枝 の 分岐 方式は臨報 の S・coelicolor ， 5。　viridochromogenses 等 の それと殆

ん ど同一で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 附　口　醜　明

　寫眞 内 ア ル フ ア ベ ッ ト 記 號 の 下 の 数字 は寫眞内 尺度 1 目盛 の 長 さを示す．單位μ．

　 A − 一描 薔 鬪，氣 菌糸 の 分 岐状態 並 び に 螺旋體 とその 胞子 形成の 状態を示 す．

　 B一 發育初期菌叢の 低倍率撮彭 （題微鏡倍率約 × 100）．この 時期は 既報第5 報 No．240 の それ に類似す る．

　C ， 1− 1・・ g ・ t・ aight … i・1　 hyphac　5（は slightly ・ u ・v ・d ・ eri ・1・hyphae へ の 短側枝著生 後 の 菌叢 俾
　倍寧撮影 （約 × 100）．こ の 時期 に は單 條 短 側枝 も見 られ る が ，No．240 に 比 し螺 旋短 着生 數多 く且 っ 螺 旋體 の

　 群 生 が 見 られ るの で 低倍率 に τ もNo ．240 との 區別が可 能 で あ る．

　 D ，E 一 氣 菌糸 の 分 岐 並 び に 螺 旋體著生 欣態を約 x450 に τ 撮 彰 せ る もの ．短側枝 の 分岐状態を見 る こ とが

　 出來 る．

　 F ．G ，
　J一 螺旋體部の 約 × 1000撮影、螺 旋體部 の 形状並び に sporulation の 駿態を見 る こ とが 出 來 る．

　 H 一 短 側 枝 が 高 凝 に 分 岐せ る 状態 を約 x100 に て 撮影 せ る もの 。

　　「附圖頁 中左側上 段 が A ，左 側 中段 が E （2，5）， 右側 4段 目 G （Ll ）・右側最下 段 J（1・1）」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　交 　 　　 　 　 献

1） 長西 ， 能美 ： 本 誌 ， 52， 406．　　 2） DITTo ： 52，434．　　 3） DITTo ： S2， 492。　 4）DITTO
， 投稿 中．

5）DITTO ： 52，211．　　 6）DITTO ： 51
，
476．　　 7）Jour．　Bact．， 46

， 339（1943）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和30 ， 3 ， 16受理 ）
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